
　旧
きゅうじょういき

城域を区
く ぎ

切るように、新
あたら

しい道
どう

路
ろ

も作
つく

られていきました。その内
うち

、最
もっと

も大
おお

きなものが先
さき

ほ

ど「一
いっぽん

本の大
おお

きな道
どう

路
ろ

」として出
で

てきた大
おお

手
て

通
どお

り（現
げんざい

在の大
おお

手
て

モール）です。富
とやまじょう

山城の本
ほんまる

丸と

ニ
に

之
の

丸
まる

をつなぐ土
ど

橋
ばし

、三
さん

之
の

丸
まる

の屋
や

敷
しき

の間
あいだ

の道
みち

、そして大
おお

手
て

門
もん

跡
あと

を結
むす

んで作
つく

られました。

　この通
とお

りは、県
けんない

内で最
もっと

も道
みちはば

幅が広
ひろ

く、昭
しょ

和
うわ

初
しょ

期
き

まで市
し

役
やく

所
しょ

や学
がっこう

校、病
びょういん

院、図
と

書
しょ

館
かん

、新
しんぶんしゃ

聞社、

郵
ゆうびんきょく

便局、そして商
しょうてん

店などが建
た

ち並
なら

ぶ、富
と

山
やま

のメインストリートとして賑
にぎ

わっていきました。大
たい

正
しょう

２年
ねん

には市
し

内
ない

軌
き

道
どう

（市
し

電
でん

）も開
かいつう

通しています。

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

の大
おお

手
て

通
どお

り

赤
あかいろ

色が新
あたら

しく敷
ふ

設
せつ

された道
どう

路
ろ

。 地
ち ず

図の真
まんなか

中

に縦
たて

に書
か

かれているのが大
おお

手
て

通
どお

りです。

明
めい

治
じ

２５年
ねん

拡
かくふくまえ

幅前。 鉤
かぎ

の手
てじょう

状に曲
ま

がっています。

明
め い じ

治 41 年
ねん

拡
かく

幅
ふく

後
ご

。 直
ちょくせんどうろ

線道路になっています。

こんなこともありました　その１

　大
おお

手
て

通
どお

りについて明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

の地
ち ず

図を見
み

ると、現
げんざい

在の市
 し みん

民プラザの辺
あた

りで鉤
かぎ

の手
てじょう

状に曲
ま

がっています。これは、大
おお

手
て

門
もん

の名
な

残
ごり

です。大
おお

手
て

門
もん

付
ふ

近
きん

は、敵
てき

が侵
しんにゅう

入しようとした際
さい

に

直
ちょくしん

進するのを防
ふせ

ぐため枡
ますがた

形になっていたのです。なお、この部
ぶ

分
ぶん

は、明
めい

治
じ

３２年
ねん

の大
たい

火
か

の後
あと

、延
えんしょう

焼防
ぼう

止
し

や消
しょうぼう

防ポンプの進
しんこう

行のため、一
いち

部
ぶ

を拡
かくふく

幅して直
ちょくせん

線道
どう

路
ろ

に改
かいしゅう

修されました。

現
げんざい

在の大
おお

手
て

モールです。 総
そう

曲
が

輪
わ

通
どお

りと交
まじ

わる辺
あた

りから、 城
じょ う し

址

公
こうえん

園の方
ほうこう

向を見
み

た風
ふうけい

景です。

旧
きゅうとやまじょうはらいさげず

富山城払下図
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